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台風の進路予想の｝方法
一一11月15肝受理一

　§『1．はじがーき

　台風の進路を予想する方法には，数値予想，．収敏発散

による法，一般流による方法，あるいは、thicknessによ

る方法などがある．ここで述べる方法は，従来週間天気

予報を行うとぎに使用され’て来たρontinuity　chartと

50Qmb面の半旬移動平均天気図の’両者をあわせ用いる

方法である．500mbの平均天気図による台風の進路予

想については斎藤将…氏が研究されており，夏季の台風

にかなり有効であり，秋の台風にも夏季についで有効で

あることが知られている．筆者はこの方法に，さらに

Continuity　chartを併用すること1；よって本邦附近を

．北東進する秋の台風が東経140度を通過する大体の時刻

を予想しようとするものである．この方法が最初に試み

られたのは昨年の14号台風についてで，その結果はかな

りの好成績であった．今年もこの方法で，いくつかの台
　　　　　　　曳
風の進路を予想したがかなり有効であり，とくに23号，

25号の両台風に際しては非常にうまく適中したので，こ

の3例について方法を詳しく述べてみる．使用した500

mb半旬移動平均天気図はアジヤ天気図の範囲で，500

mbの高度の半旬平均値を各観測地点，各格子点別に求
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　　第1図　　Continui』ty　c耳art

　　（1954年9月8日かち14日）
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めたものを記入して，これを基に200フィート毎に等高

塵線を描画してある．Continuity℃hartは45W圏で，．

30。Wから東廻りに70。r迄，経度10。毎に500mbの

墓麟霧織欝堕鷲欝倉簾？●
あらためて述べるまでもなく，現在より前一週間位の間

における三つないし四つ位の谷の平均速度も求め，その
速さで今後の谷の移動を外挿する（第1図参照）．平均　　　・ヤ

速度を求める際に注意を要することは，現在め谷が2，

3目前のどの谷に対応させたらよいかということである・

ことに90。Eから110。E附近は常に大きな陵の場にな

っているため東進して来た谷は，見掛上その西で東進を

はばまれたように見えたり，’あるいは谷が弱まるか消滅

したようになり，追跡が困難になる．このような場合，

北半球天気図上でBlocking現象がないときは，谷が停

滞したとして第1図のB　Dのように追跡するより福む

しろCCノ，A　Aノの谷の進行と対応させてB　B／0よう

に追跡する方が正しい．またCCノの谷にしても毎日の

極瓜点を忠実に結ぶよりも，期間中の大部分の極小点を

重視し，他の幾日かは必ずしも極小点を結ばず，平均化＾

した方が有効である．

§2．1954年の14号台風　　　　　●
　14号台風については本年2月の予報披術検討会におい．

て，すでに討論がなされており，かつこの台風の進路予　　　　、

想は，従来の各種の方法が比較的に良い予想を出してい

るので，あらためてこれには詳しくふれない．ただ1954一

年9月16日の台風会報のwork　sheetによると，台風は

17日に北東に転向するとしていたが，結果としては台風

の方が一日遅れたようになった．』この時のCoηtinuity

Chart（第1図）の谷の移動速度は経度にして1日16・で，

AAノが19日の午後140。Eに達する．ところが，これまで

の経験によると地上の現象は500mbの谷に半日位先行

しているので，台風はむしろおくれて19日早朝に140。E

を通過すると予想された．事実，台風は夜半過に140辺

を通っている．　●
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘
　§3．23号台風（1955年）　　　　　　　　　　　　　　　　・・

　この台風に関する会報でもっとも重要なものは10月3

日（月曜日）のもので，こ㊦日g午前の会報では北東に・

向きを変える説が圧倒的であうた．平均図の作成の都合
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台 風め進路予想（星野）

臥

　　　　半，“・ntlnuity“harlおよぴ5・Omb半旬平均天気図に

　　　　よる予想は午後の会報の時行われた．この時の平均図は

　　　　第2図に示すように，太平洋の葺気圧はかなり強六なも・

　　　　のセあり，朝鮮の東に漢い平均の谷がある．これより前

　　　　の数日の平均図く省略）によると，この太平洋の高気圧

　　　　は衰弱または後退しているけはいもなく・一目本海の谷は

　　　　動いでいない．また北緯32度から，33。附述は鞍部のよう

　　　　になっている．これらの状態から鞠新すると・台風は少

　　　　くとも32。位迄は北東に転向することはできず北上し・

　　　　その後北東進するのがもっとも自然であると予想され

　　　　る．つぎに，このときのContinuitychartは第3図に

　　　　示すように，110。E附近にある気圧の谷は・過去の速度
●が、日、鰹東進して来七いるので149・左を遇するの

　　　　は5日の夜半になる．

　　　　　従って前述のように台風は5日の午前中に140。Eを通

　　　　過することになるの1で，3日の位置から移動した台風が

　　　　5目の午前中に140。Eを通過するためには・．台風の北上

　　　　の速度が極めておそいか，あるいは32度よりさらに北上
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第2図　500rロb半旬平均天気図

　（1955年10月5日一9日）
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　　第3図．Continuitychart・
　（ig55年9月28日から10月2日）
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　　　　　　　第4図23号の予想進路
　1．2．凌ラミーに依る収敏発散法　3．地上天気図
　4．赤道天気図　　　　　　5．高層天気図の類似
　6．700mbステヤリング　　『7．500mbステヤ『リング
　8』500mbと850mbのシックネス　　9，類値予報一・
　10．コンティニュイティーチャートと500mb平均
　　　天気図　　　　　．　●

　11．23号の径路

しむのちに北菓に転向する大廻りの経路をとる脅のヤ｝ず

れかであって，急速に東に転向して速度を増すとは考え’

ちれない．以上のような解初と考察亦ら第4図の予想進、

路と140。E線の通過時刻，5日の昼前後が出された．第

4図にはこの会報で出された種々の予想進路も記入して

ある．

　§4．25号台風
　25号台風の進路予i想は早くから転向しためち北東に進

むと予想され，大体において適中したようであるが，北’

上の速度が遅かったのと，転向後の速度が非常に速かっ

たため，140。Eの通過予想時間については通過当日の午

前中まで分らなかったぷうである．前日の10日の会報に．

使用した500mbの平均図によると（図省略），一132。E鮒

近に深い平均の谷が殆んど南北に走っており・ほとんど

停滞している．したがって台風は暫らく北上し，すくな

くとも134。Eより西に進むことはまずなく．31。1V附近．

’
ま

で北上したのち北東進すると予想される．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　つぎにContinuity　chart（図省略）を見ると，6，

7，8の3日聞に90。Eから130。Eまでの間は大きな陵、

に入って，顯著な谷は見当らない．このような時は1前一

述のよ．うに，との広範囲な陵の中に90。E以西で顯著で・

あった谷が隠れている』r珂で1ぎ日に93。E鮒近犀わる1・

谷が6日には100。E附近に弱くなって，つぎの日からは一
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見ろれなくなっている．この谷は前の追跡から10月5日

の旬目予報会報で11日夜半に140。Eを通過すると解析さ

れた谷である．谷の移動が一番明瞭なのは，8目に78。E

附近にあるもので，これは1日8。の遠さで東進してい

る．また146。E附近の谷も同じ速さである．したがっ

台風の進路予想（星野）’
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　　　　　　第5図　25号の予想進路
1．数値予報（500mb）　　　2．ベラミ
3．数値予報（700mb）　　　4．高層解析
5．500mbと850mbのシックネス
6，数値予報（藤原技官）…時間は予想位置
7．赤道流線解析
8．コンティニュイテイrチャートと500mb平均天気図
9．25号の径路
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て，この両者の間の谷を1目8。の速さで東進させると，、

5日に93。E附近にある谷は5日の会報の時と同様，，11日’

夜半に140。E線を通過する．・したがって地上の現象は荘

日昼前後に140。Eを通過することになる．台風は予想亜

り11日の昼過145。Eを通過して行った．

　なおこゐ白の6時の高層臨時観測結果が10時頃中央気

象台に入電しており，一それによると谷1よ順調に東進して1

来て居るので前日の予想は間違っていながったこどにな

り，台風は急速に東に抜けることが分る．，この日の500、

mb天気図に現われた谷の東進状態と台風との関係位置

は第6図から第8図に示す．

　§む　す　び
　ここに述べた方法は台風の進路とさらに140。線の通過

時刻を予想できることが有利な点である．しかし，使肝

しているContinuity　chartが45。ノV圏で西進して来る

谷を追跡しているので，秋の台風には有効であるが，吟一．

年の経験では，夏の台風には，平均図は別として，ほと

んど役に立たなかった．また昨年の14号，23号，25号で

は，非常にうまく行ったのであるが，平均図に現われた二

patlemから予想された台風の移動経路と，Continuity…

chartに現われた谷との出会う位置と時間を予想するの

が，この方法の…つの大ぎな課題であるが，これは今後、

さらに調査をすすめて行ぎたい．終りに常々御指導を賜

っている毛利，有佳予報官，製図を御協力願った海老ゴ
原，吉田技官に感謝いたします．

　　　　　　　　＜参考交献＞
　H．Rieh1，1951：Forecasting　in　middle　latitude．

　大塚竜蔵，1952：北半球天気図におけるトラフの追．
　　　　　　　　　路および速度について（旬日予報に
　　　　　　　　　関する2，3の考察）研究時報，4，
　　　　　　　　　343－347．

　斎藤将一，1955：台風進路の延長予報について，研・
　　　　　　　　　究時報，7，331－338．．
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第6図　1955年10月11日0時500mb
　　　　上層天気図
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第7図 1955年10月11日6時
500mb上層天気困

第8図　1955年10月12日0時500
　　　　血b上層天気図
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